
げんき丸子

地域づくり

 2月 17日 みんなの人権セミナー
  24日 第12回丸子地域協議会
  25日 まるこ春秋学園閉講式
  28日 ひなまつりキッズコンサート
   （音楽村）
 3月 2日 みんなの人権セミナー
  10～11日 第3回抱っこ　ｄｅ　ライブ
  11～13日 みんな発展途上展
  13日 ワールドランチ
  15日 第13回丸子地域協議会
  17日 ヴァイオリン・チェロ・ビアノの共演
   （音楽村）
  26日 すいせん祭りオープニングイベント
   （音楽村）

丸子地域・できごと短信
（２月～３月）

丸
子

平成28年/2016.４.１発行　第50号

1 ……… できごと短信　
2～5…… 地域協議会だより
6 ……… 図書館だより
7 ……… 公民館だより
8～9…… 丸子まちづくり会議準備会だより
10～12… お知らせ
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「道久団地南側の花桃と菜の花」　鈴木　誠吾さん（腰越）

平成27年度「きれいなさくらや花の写真」に
応募いただいた作品（詳細は11ページ） 「丸子花桃街道」　櫻井　肇さん（石井）

さくら い          はじめ

「帰　路」　徳丸　隆さん（下長瀬）
とく  まる         たかし

すず    き             せい   ご
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丸子地域自治センターだより  第37号
平成27年度  丸子地域協議会だより

地域協議会だより

市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

市
へ
の「
意
見
書
」の
提
出

　丸
子
地
域
協
議
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
課
題
に
関
し
て
慎
重
な
協
議
を
重

ね
、
提
言
事
項
を
「
意
見
書
」
と
し
て
ま

と
め
、
市
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　第
5
期
の
地
域
協
議
会
で
は
、
次
の
と

お
り
3
件
の
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

○
丸
子
地
域
循
環
バ
ス
「
ま
り
ん
こ
号
」

の
運
行
ル
ー
ト
の
見
直
し
に
つ
い
て

（
平
成
27
年
10
月
28
日
提
出
）

○
丸
子
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
環
境

の
整
備
充
実
に
つ
い
て

（
平
成
27
年
11
月
25
日
提
出
）

○
文
化
財
保
護
事
業
に
関
わ
る
補
助
金
の

補
助
率
等
の
見
直
し
に
つ
い
て
の
提
言

（
平
成
27
年
12
月
15
日
提
出
）

第
５
期
地
域
協
議
会
を
振
り
返
っ
て

　今
年
、合
併
10
周
年
の
節
目
と
な
る
新
生
上
田
市
の
誕
生
を
機
に
発
足

し
た
地
域
協
議
会
も
、こ
の
春
、第
６
期
を
迎
え
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　第
５
期
地
域
協
議
会
で
は
、そ
れ
ま
で
の
地
域
協
議
会
の
熱
心
な
取
り

組
み
を
引
き
継
ぎ
、丸
子
地
域
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
地
域
課
題
に
関

す
る
研
究
を
進
め
、地
域
の
み
な
さ
ま
の
想
い
を
市
に
届
け
ら
れ
る
よ
う

積
極
的
に
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。こ
の
間
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
さ

ま
ざ
ま
な
交
流
等
に
御
協
力
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
大
勢
の
み
な
さ
ま
に

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

　市
が
目
指
す
地
域
内
分
権
の
推
進
に
向
け
、丸
子
地
域
で
は
こ
の
３
月
に

新
た
な
住
民
自
治
組
織「
丸
子
ま
ち
づ
く
り
会
議
」が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
社
会
が
急
速
に
進
展
す
る
中
、地
域
の
特
色

を
生
か
し
、住
民
の
み
な
さ
ま
が
一
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

仕
組
み
は
、今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　役
割
こ
そ
異
な
り
ま
す
が
、共
通
理
念
で
あ
る「
住
民
主
体
の
ま
ち
づ

く
り
」の
も
と
、地
域
協
議
会
に
お
い
て
、住
民
自
治
の
推
進
、地
域
の
発

展
に
向
け
、引
き
続
き
活
発
な
活
動
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ

て
お
り
ま
す
。

意見書を読み上げる斎藤会長

第５期丸子地域協議会委員名簿
（敬称略）

 役職 氏     名 自治会名
会　長 斎藤重一郎 西　内
副会長 丸山かず子 下和子
委　員 池田佐代子 坂　井
委　員 内田　弘子 腰　越
委　員 小澤　　厚 中丸子
委　員 工藤　裕子 中丸子
委　員 久保田和英 下長瀬
委　員 後藤　有希 石　井
委　員 佐藤　重喜 三反田
委　員 清水　三枝 御嶽堂
委　員 下村　晴一 三反田
委　員 関本　吉人 中丸子
委　員 塚越　洋子 海　戸

委　員
 西村　勇（H27.4月から） 御嶽堂

　　　 竹花光彦（Ｈ27.3月まで） 飯　沼
委　員 宮崎　　涼 西　内
委　員 宮下　正明 下長瀬
委　員 山岸　嘉幸 上長瀬

委　員
 横井優司（Ｈ27.4月から） 荻　窪

  今井利樹（Ｈ27.3月まで） 平　井
委　員 吉池美智恵 飯　沼
委　員 吉田　暘一 狐　塚

　こ
の
た
び
第
５
期
丸
子
地
域
協
議
会
は
、
平
成
26
年

４
月
か
ら
平
成
27
年
３
月
ま
で
の
２
年
間
の
任
期
が
終

了
し
ま
し
た
。

　こ
の
間
、
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
研
究
を
進

め
、
市
に
対
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

　第
5
期
地
域
協
議
会
の
活
動
結
果
な
ど
を
報
告
し
ま
す
。

会
長
あ
い
さ
つ

会
長   

斎
藤 

重
一
郎
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公
共
交
通
に
関
す
る
分
科
会

新
し
い
観
光
分
科
会

分
科
会
・
研
究
会
で
の
活
動

　循
環
バ
ス
「
ま
り
ん
こ
号
」
の
運
行

や
、
地
域
内
の
公
共
交
通
に
つ
い
て
研

究
・
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　主
に
「
ま
り
ん
こ
号
」
に
つ
い
て
は

親
し
み
を
持
っ
て
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
丸
子
修
学
館
高
校
美
術
部
の

生
徒
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
を
依
頼

し
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
投
票
し
て
い
た

だ
い
た
結
果
、「
蚕
と
ホ
タ
ル
」
が
描

か
れ
た
「
ま
り
ん
こ
号
」
が
誕
生
し
、

平
成
27
年
３
月
25
日
の
お
披
露
目
式
後

か
ら
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
こ
の
「
ま
り
ん
こ
号
」
を
も
っ

と
便
利
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、

運
行
ル
ー
ト
変
更
の
検
証
・
検
討
を
重

ね
ま
し
た
。
こ
の
ル
ー
ト
の
見
直
し
に

関
す
る
意
見
書
を
、
平
成
27
年
10
月
28

日
に
市
に
提
出
し
、
よ
り
多
く
の
皆
さ

ん
の
日
常
生
活
に
お
け
る
移
動
の
幅

や
、
地
域
観
光
の
利
便
が
広
が
る
よ
う

提
言
し
ま
し
た
。

　今
後
も
さ
ら
に
、利
用
率
向
上
に
向
け

た
方
策
及
び
、他
地
域
と
の
連
携
に
よ
る

公
共
交
通
の
充
実
な
ど
の
課
題
を
検
討

し
て
い
く
よ
う
申
し
送
り
い
た
し
ま
す
。

第
５
期
丸
子
地
域
協
議
会
で
は
、３
つ
の
分
科
会
と
２
つ
の
研
究
会
が
設
置
さ
れ
現
地
調
査
や
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

丸
子
地
域
で
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
育
て
る
こ
と
が
出
来
る
環
境
づ
く
り

を
目
指
し
、
積
極
的
に
研
究
・
検
討
を

行
い
ま
し
た
。

　丸
子
地
域
に
は
丸
子
子
育
て
サ
ロ

ン
、
中
丸
子
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、

西
内
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
３
つ
の

ひ
ろ
ば
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

う
ち
子
育
て
サ
ロ
ン
、
中
丸
子
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
は
丸
子
ベ
ル
シ
テ
ィ
内

に
あ
り
、
利
便
性
が
高
く
、
利
用
者
も

多
い
こ
と
か
ら
、
平
成
26
年
１
月
に
丸

子
子
育
て
サ
ロ
ン
に
お
い
て
利
用
者
の

皆
さ
ん
と
の
交
流
会
を
行
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
や
要
望
等
を
お
伺
い
し
ま
し

た
。　こ

れ
ら
を
も
と
に
２
施
設
を
統
合

し
、
機
能
及
び
開
設
日
の
充
実
な
ど
を

図
る
よ
う
、
市
に
対
し
平
成
27
年
11
月

25
日
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　こ
れ
に
つ
い
て
は
市
か
ら
回
答
が
あ

り
、
今
後
も
経
過
を
見
守
り
な
が
ら
、

さ
ら
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　ま
た
「
ま
る
っ
子
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の

充
実
や
、
新
た
な
課
題
に
つ
い
て
も
研

究
・
検
討
し
て
い
く
よ
う
申
し
送
り
い

た
し
ま
す
。

　地
域
の
観
光
資
源
の
利
活
用
に
つ
い

て
研
究
・
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　主
に
鹿
教
湯
温
泉
国
民
宿
舎
鹿
月
荘

お
よ
び
鹿
教
湯
健
康
セ
ン
タ
ー
（
ク
ア

ハ
ウ
ス
か
け
ゆ
）
の
今
後
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
現
地
視
察
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
、
地
域
の
声
を
聴
き
な
が

ら
研
究
・
検
討
を
進
め
、
報
告
書
を
ま

と
め
ま
し
た
。

　両
施
設
に
関
わ
る
共
通
の
事
項
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
業
務
改
善

と
経
費
削
減
に
関
す
る
短
期
目
標
を
設

定
し
、
併
せ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
達
成
状
況

を
確
認
し
な
が
ら
、
施
設
運
営
の
判
断

時
期
を
見
定
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と

や
、
施
設
老
朽
化
へ
の
対
応
は
、
費
用

対
効
果
を
十
分
に
考
慮
し
た
修
繕
計
画

の
作
成
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
、

様
々
な
観
点
か
ら
検
討
を
行
っ
た
う

え
、
総
合
的
判
断
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
ま
と
め
ま
し
た
。

　そ
の
ほ
か
観
光
と
農
業
と
の
連
携
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
も
研

究
・
検
討
を
進
め
ま
し
た
。

　分
科
会
の
ほ
か
に
、
二
つ
の
研
究
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

●
旧
カ
ネ
ボ
ウ
食
堂
棟
利
活
用
に
関
す
る
研
究
会
　

　第
３
期
か
ら
の
検
討
結
果
報
告
書
の
検
討
な
ど
や
、

新
た
な
課
題
に
つ
い
て
研
究
・
検
討
し
ま
し
た
。

●
上
丸
子
商
店
街
活
力
ア
ッ
プ
に
関
す
る
研
究
会

　
　引
き
続
き
、
課
題
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

丸
子
地
域
の
子
育
て
支
援
に
関
す
る
分
科
会

中丸子支援センター視察

ラッピング後のまりんこ号

鹿月荘視察
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平成27年度  丸子地域協議会だより

丸子地域協議会の活動
●２月24日（第12回会議）

　次の事項について、協議をしました。
○上田市鹿教湯温泉国民宿舎鹿月荘及び上田市鹿教湯温泉健康セ
ンター（クアハウスかけゆ）の今後のあり方に係る報告について
○平成28年度当初予算に係る持ち寄り基金充実予定事業について
　このほか以下のとおり、報告がありました。
○わがまち魅力アップ応援事業選考要領の変更について
○新たな奨学制度について
○第５回市民活動団体交流会の開催報告について
○丸子まちづくり会議準備会からの報告について
○分科会及び研究会での検討状況について第13回地域協議会

第12回地域協議会

●３月15日（第13回会議）
　平成28年度わがまち魅力アップ応援事業（第1回募集分）の
選考審査及び継続事業分審査報告を行いました。
　また次の事項について、協議を行いました。
○上田市鹿教湯温泉国民宿舎鹿月荘及び上田市鹿教湯温泉健
康センター（クアハウスかけゆ）の今後のあり方について

○第6期丸子地域協議会への申し送り事項について
　このほか以下のとおり、報告がありました。
○上田都市計画道路の見直し計画について
○丸子まちづくり会議準備会
からの報告について
○分科会及び研究会での検
討状況について

○長和町に建設が予定されて
いるし尿処理施設について

　平成28年度も継続して事業を行う16団体と、第１回募集に応募のあった4団体が、新たに採択されました。併せて御紹介します。
　わがまち魅力アップ応援事業は今後6月と9月の募集を予定しています。詳細は広報うえだに掲載されますので御覧ください。
また申請についての御相談を事務局で随時受付けていますので、御気軽にお問合せください。

平成28年度 わがまち魅力アップ応援事業の活動団体を紹介します

団 体 名 事 業 名 内　　　容 種別

霊泉寺温泉 自然JUKU
プロジェクトTeam 若女将

地域で英語！
ともだち英語の会

ゆうあい　まるこ

箱山城・桜ロードの会

下長瀬自治会

・霊泉寺の美化、景観整備を実施。市主催のイベントに参加し霊泉寺温泉のPR活動を行う。
・「霊泉寺クリーンフェスタ」を開催。

・主に小学生を対象とした、英語を学ぶきっかけとなる語学体験活動を開催。

・日本文化、異文化体験講座の開催。
・多言語で漢字を説明するカードを作成し、外国人指導者の育成と社会参加を促す。

・中丸子箱山城跡一帯の周辺調査や案内看板の作成を通じ、地域コミュニケーション能力を高める。

・ウォーキング愛好家の皆さんの要望や防災の観点から、地域内を結ぶ通路を整備する。
・ふれあいウォーキングの開催。

・西内地域の特産であった‘エクスバリー・アザレア‘を主としたレンゲツツジ公園の整備。

・依田川橋周辺広場の土留めや休憩用ベンチの設置や、花壇の植栽、整備。
・体験教室の開催。

・下和子地域の史跡資料収集と年代調査の研究、史跡周辺の整備。
・講演会の開催。

・石井自治会内の樹木の現状調査。
・ケヤキの病害の手当て。

・住民による間伐、草刈り等を行いながら遊歩道と周辺環境の整備。
・音楽村の行事や自治会内のお祭りに合わせ、遊歩道のPRと史跡めぐりウォーキングの開催。

・桜の枝の伐採や剪定、遊歩道としての堤防の雑草処理や簡易舗装。

・地域住民によるお堂周辺の整備、植栽。
・「まるこベルシティまつり」と合同で祭りを開催し、伝統文化の伝承を目指す。

・地産地消の地域のグルメとしてチラシの作成、各種イベントへの出店。
・異業種連携により、地域全体に食を通じた交流を展開。

・中丸子公民館横に子どもからお年寄りまでが憩い、交流できる広場の整備。
・井戸の東屋、東屋を丸子修学館高校と協働で整備する。

情緒あふれる霊泉寺地区の魅力アッ
プ＆地域がつながる連携創出事業

「地域で育てよう！未来の国際
人（英語のできる子ども達）」

共生のできる地域づくり

箱山城周辺里山整備事業

下長瀬地域のウォーキング
コースの整備

「世界の　　　　　　　
 レンゲツツジ園」の会

鹿教湯温泉 レンゲツツジ園
整備事業

地域の史跡整備と伝承

石井自治会内の樹木の保存
と育成事業

尾野山史跡めぐり遊歩道の
整備

腰越馬坂橋サクラ堤防保存

光明観音堂周辺整備及び
地域交流（りんご祭り）事業

新グルメ（信州じゃ～麺）で
地域活性化事業

ふれあい広場づくり事業

中丸子やまびこ会

下和子素浪人の会

石井樹木を守る会

尾野山史跡めぐり協議会

腰越自治会

中丸子自治会（下組分会）

信州じゃ～麺研究委員会

ふれあい広場の会

・自治会、商工団体、市民グループ、医療機関等が一体となった「まるこベルシティまつり」の開催。
・まちづくりに向けた協働の機運を高める。まるこベルシティまつり

まるこベルシティまつり
実行委員会

・花と緑を通じ、多くの市民や観光客が憩い、交流、学習ができる花壇の整備。
・「ばらまつり」や「バラの育て方講習会」の開催。

信州国際音楽村公園
花壇整備事業信州国際音楽村 バラの会

・中丸子地区を中心に、広い地域から養蚕、紡績業の記録を収集し、後世に引き継ぐ。
・講演会の開催や、冊子・案内板などの作成。シルク繁栄今昔物語事業中丸子歴史研究会

・旧公民館解体時に発見された雅楽器を復活させ、演奏者の育成を行い、楽団の編成をし再活動をする。
・地域を越えてイベント等に参加し、後世に引き継ぐ。

歴史と文化の復活プロジェ
クト雅楽の演奏復活の会

・江戸時代より継承され、無形文化財に指定されているお練を次世代に伝え残す。
・お練を通じて、世代間交流を図り地域愛を育む。

丸子地域の無形文化財であるお練
公演を通じて文化継承と、青少年
育成及び地域交流活性化事業

腰越自治会
お練実行委員会

・いつでも誰でも気軽に立ち寄れ、お喋りや相談もできる多機能ステーションの開設。
・「地域交流カフェ」や様々な講座の開催。

暖かで豊かな地域づくり　生きがい、
ふれあい地域多機能ステーション事業チームあったかい輪

中丸子親水広場整備事業

継
続

継
続

継
続

継
続

継
続

継
続

継
続

継
続

継
続

継
続

継
続

継
続

継
続

継
続

継
続

継
続

新
規

新
規

新
規

新
規



5

平成27年度 わがまち魅力アップ応援事業実績報告平成27年度 わがまち魅力アップ応援事業実績報告

　２
月
13
日（
土
）、
丸
子
地
域

協
議
会
主
催
に
よ
る
第
５
回
市

民
活
動
団
体
交
流
会
が
、
丸
子

ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
交
流
会
に
あ
わ
せ
、
平

成
27
年
度
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ

プ
応
援
事
業
実
績
報
告
会
も
行

わ
れ
、
今
年
度
補
助
を
受
け
活

動
し
て
い
る
21
団
体
の
パ
ネ
ル

展
示
と
と
も
に
、
活
動
内
容
や

成
果
な
ど
を
発
表
し
、
情
報
を

共
有
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
地
域
協
議
会
委
員
を

含
め
た
68
名
の
参
加
者
は
、
４

つ
の
テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
団
体
の
活
動
を
地
域

の
中
で
ど
の
よ
う
に
活
か
し
、

定
着
さ
せ
る
か
、
地
域
と
の
関

わ
り
を
い
か
に
見
つ
け
て
い
く

か
な
ど
、
活
発
に
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　座
長
を
務
め
た
丸
子
地
域
協

議
会
池
田
佐
代
子
委
員
（
塩
川
）

は
「
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
私

た
ち
住
民
。
ま
ち
づ
く
り
は
、

人
づ
く
り
。
人
づ
く
り
は
、
ま

ず
自
身
か
ら
と
実
践
し
て
い
る

皆
さ
ん
が
い
な
け
れ
ば
、
ま
ち

づ
く
り
は
形
だ
け
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
の
活
動
が
、
一

つ
の
点
か
ら
線
、
や
が
て
面
へ

の
広
が
り
に
繋
が
る
よ
う
、
連

携
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

市民活動団体
交流会参加団体（23団体）

●上田飯沼史学会
●狐塚自治会
●尾野山史跡めぐり協議会
●ゆうあいまるこ
●霊泉寺温泉自然ＪＵＫＵ
　プロジェクトTeam若女将
●丸子太鼓保存会
●石井樹木を守る会
●内村っ娘の会
●中丸子やまびこ会
●中丸子自治会下組分会
●ふれあい広場の会
●下長瀬自治会
●地域で英語！ ともだち英語の会
●信州じゃ～麺研究委員会

●腰越自治会
●鹿教湯観光協会
●箱山城・桜ロードの会
●まるこベルシティまつり実行委員会
●下和子素浪人の会
●鹿教湯温泉100年創造プロジェクト
●世界のレンゲツツジ園の会
●信州国際音楽村公園バラの会
●鹿教湯商工会

問 地域協議会事務局（地域振興課内）　電話42-1011／有線24510

地域協議会で話し合われた詳細な内容は、ホームページに掲載しています。「丸子地域協議会」で検索してください。
http://www.city.ueda.nagano.jp/mtiiki/shise/chiikizukuri/kyogikai/maruko/index.html

市民活動団体交流会第５回

（順不同）



図書館だより

問 丸子図書館　電話42-2414／有線24602
6

丸子地域自治センターだより  第50号

～知りたい、学びたい、楽しみたいを応援します～

　 ２月 21日（日）長和町在住の絵本作家二見正直氏による　「え
ほんができるまで」と題しての講演会を開催しました。
　絵本の読み聞かせから始まった講演会、その優しい口調と心あ
たたまるお話に 50名近い参加者が聞き入りました。
　ロビーではミニミニ原画展を開催。材料や描き方など一生懸命

“選び”抜いて出来た作品から伝わる温かさや、ぬくもりなど原
画の魅力を満喫しました。

　1959年（昭和 34年）にはじまった、「こども読書週間」
　子どもの読書活動についての関心と理解を深め、子どもが積極的に
読書活動を行う意欲を高めることを目的に定められました。４月 23
日から５月 12日までを「こども読書週間」としています。
　丸子図書館でも読書週間中、図書館協議会推薦本の紹介、よい絵本
の紹介、図書館職員お薦めの本コーナーなどを予定しています。
ぜひご利用ください。

●図書館講座「えほんができるまで」を開催しました。
情報コーナー　

　3月3日（水）と11日（金）の2回にわたり、「ちはやぶる　神代も聞かず」～百人一首を楽しみ
ましょう～と題して、上田女子短期大学の西山秀人先生を講師に開催されました。第１回目
は形態や歴史を、第２回目では、百人一首に選ばれた21人の女流歌人の恋の歌を中心に、王
朝時代の雅な、そして可憐な世界を想像しながら楽しく学びました。

●図書館講座「ちはやぶる  神代も聞かず」百人一首を楽しく読んでみましょうを開催しました。

　３月６日（日）に丸子史料研究会と共催で、真田氏の関係第２弾として、元上田市立博物館館長の寺
島隆史さんを講師に開催しました。現在放送中のＮＨＫドラマ真田丸、実はドラマの中でも先生の新
説が資料として取り上げられるなど、真田氏については第一人者。真田信綱等宛武田信玄朱印状や信
繁最後の書状、また丸子へ攻め入った事など、大変興味深い内容を古文書をとおして学びました。

●近世文書講習会「古文書で見る真田の歴史」を開催しました。

月 火 水 木 金 土日
1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

3
10
17
24

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21
28

4月
図書館カレンダー 赤い日が休館日（毎週月曜日、振替休日、月末整理日）です。

４月２３日は、「子ども読書の日」です。
2016年標語  「四角い本に　まあるい心」

お知らせコーナー　これからのイベント予定

●おはなし会の開催
　毎月第３土曜日（午前10時30分～）は、おはなしボランティアの皆さんに
よる「おはなし会」を開催しています。
　絵本や読み聞かせ、パネルシアターや紙芝居、人形劇などもりだくさん
の企画でお待ちしています。
　年間予定などの詳細は、館内のチラシやホームページをご覧ください。

月 火 水 木 金 土日
1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

3
10
17
24
31

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21
28

5月
月 火 水 木 金 土日

1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

3
10
17
24

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21
28

6月
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丸 子 公 民 館 だ よ り

問 丸子公民館　電話42-3147／有線24722

　2月25日、「平成27年度まるこ春秋学園」の閉講式が行
われました。シルバー世代の生きがいと連帯感の醸成を
目的とする学園は、一般教養、健康、料理、パソコン、歴史、
音楽、ふれあいの７コースで175人の参加がありました。
　はじめに「まるこ春秋学園の歌」を全員で歌い、各コース
全日程出席者の表彰が行われました。27年度の皆勤者は6
人で、会場の祝福の中、晴れやかな笑顔が見られました。
　次に行われた受講者の発表では詩の朗読、健康コース
の皆さんのレクダンス披露、音楽コースの皆さんの一年間の感想が発表
されました。
　最後は、スライドショーによる写真で一年間の活動を振り返りながら交
流会を行い、参加したコースの思い出や、別のコースへの興味でにぎやか
に談笑していました。
　「平成28年度まるこ春秋学園」は、5月26日（木）に開講式を予定してい
ます。これまでの反省や要望を活かし、楽しく学べるコースを計画すると
ともに、参加者にも各種の役割分担で協力いただきながら実施します。
　申込受付は、4月１8日（月）から5月18日（水）まで丸子公民館で行いま
す。お友達も誘ってお申込みください。 料理コース

音楽コース

まるこ春秋学園
「いつも新しい発見があることがうれしい」

　平成27年度に実施した、第43回まるこ春秋学園の内容　　

開
講
式

　演
題 
「
武
田
氏
時
代
の
小
県
の
領
主
〜
丸
子
地
域
を
中
心
と
し
て
の
再
考
〜
」

　
　
　
　講
師
／
元
上
田
市
立
博
物
館
館
長

　寺
島

　隆
史
さ
ん

人
権
学
習
会

　「人
権
は
ひ
と
の
営
み
そ
の
も
の
」

　
　
　
　
　
　講
師
／
丸
子
公
民
館
社
会
教
育
指
導
員

　岡
澤

　健
一
さ
ん

一
般
教
養

歴

　
　史

音

　楽

パ
ソ
コ
ン

料

　
　理

健

　
　康

ふ
れ
あ
い

｢童話『星の王子さま』から
   何を学んだらいいのか」

〔講師〕
画家・美術家
宗田　光一さん

｢古典文学にみる
　　　　　信濃の国」

〔講師〕
上田女子短期大学
教授　西山　秀人さん

｢修学館高校校内資料から
見る地域とのつながり・続」

〔講師〕　
丸子修学館高等学校
校長　両角　文秋さん

｢丸子の
　明治・大正・昭和」

〔講師〕
地域史（製糸）研究家
土屋　勲彦さん

「上田城の歴史」

〔講師〕
上田市立博物館
館長　倉澤　正幸さん

「上田築城・第一次上田合戦・
　　　　丸子合戦の再考Ⅰ」

〔講師〕
元上田市立博物館館長
寺島　隆史さん

｢農家と年中行事」
　　　　　　　　　　　

〔講師〕
上田社会教育大学講師
尾崎　行也さん

「近世取締令を見直す」

〔講師〕
上田社会教育大学講師
尾崎　行也さん

「初夏の健康料理」
（当番）西内

「夏バテ解消
　　　　スタミナ料理」

「秋の食材を使った
　　　　　　健康料理」

「創作おせち料理」 「体にやさしい
　　　　薬膳料理」

ストレッチ・レクダンス
「スカットボール・ペタンク」

ストレッチ・レクダンス
｢スマイルボーリングほか」

ストレッチ・レクダンス
「室内グラウンドゴルフほか」

マレットゴルフ（現地研修）
塩田の郷マレットゴルフ場

ストレッチ・レクダンス
「ペタンクほか」

健康レクダンス

「包丁研ぎ」実践

〔受講生講師〕
羽田　至さん

受講生交流会
「柿酢の製造と利用法」
〔受講生講師〕
鹿教湯温泉「鹿月荘」
山浦　道幸さん

「在宅医療介護
家で過ごすための３ポイント」

〔講師〕
丸子中央病院
地域医療連携室

「香りで楽しく
　　　　認知症予防」

〔講師〕
アロマセラピースクール
主宰　五十嵐知子さん

「絵手紙
大きく描いて元気を送ろう」

〔絵手紙講師〕
滝沢　美三子さん

「まゆ玉を使った工作」

〔講師〕
まんまる座
澤路　春代さん

〔講師〕　久保　勝彦　さん
　　　　鈴木　佳代　さん
　　　　小山　一正　さん
　　　　アシスタント
　　　　　　パソコンクラブの皆さん

月２回／水曜日
午後１時～４時

「上田築城・第一次上田合戦・
　　　　丸子合戦の再考Ⅱ」

〔講師〕　
元上田市立博物館館長
寺島　隆史さん

「真田信繁(幸村）・
　大坂の陣と小県の人々」

〔講師〕　
元上田市立博物館館長
寺島　隆史さん

「あなたと歌おう　明治から現代まで
　　　　いろいろな楽しみ方を皆さんと」

〔講師〕オフィス音多歌樂箱　片山　幸子さん

〔講師〕　国民宿舎「鹿月荘」料理長　片桐　道彦さん

〔講師〕　スポーツ指導員　鹿田　泰世さん　

健康コース一般教養コース 歴史コース



●●●●●  第５号  ●●●●●

　３月29日（火）、丸子まちづくり会議準備会が設立に向け取り組んできた新たな住民自治組
織の設立総会が、大勢の関係者の出席のもと、丸子文化会館小ホールにおいて開催されました。
また、組織の名称は「丸子まちづくり会議」に決定いたしました。
　住民の皆さんが誇りを持ち、住み慣れた地域でいつまでも元気で暮らせるため「個性が輝く、
皆さんが主役のまちづくり」に向け、丸子地域が新たな第一歩を踏み出しました。

　丸子まちづくり会議への理解を深めるとともに、住民のみなさまから広く意見を伺うため、
２月18日から３月３日まで、計５会場でタウンミーティングを開催しました。

丸子まちづくり会議準備会だより

8

タウンミーティングを開催しました

新たな住民自治組織「丸子まちづくり会議」設立

●各会場でいただいた主な意見を御紹介します。

●実施状況

○従来のやり方と違った発想ができるような組織にすべき
○住民に分かりやすい組織にしてもらいたい
○地区会議よりも部会にマンパワーを集約して全体を見た方

が、格差もなくなり、効率よく事が進んでいくのではないか
○まちづくり会議は、市民と行政が協働で取り組むべきではないか
○組織が大きくなると、きめ細かな活動ができないのではないか
○今ある組織と重複し役員は大変、スリム化が必要

組織の構成に関すること

○地域活性化は極めて重要な視点、少しでも地域の活性化に
つながればよいと思う
○少子化が進み児童減少は目前に迫っている。10年20年先

を見据えて、考える必要があるのではないか
○組織の設立にあたり、20代、30代の人達が目を向けるよ

うな目標があれば良い
○完全には理解できないが、次第にイメージができると思う
○設立までもっと時間をかけることが大切
○組織体制や交付金、事業執行についてなど、基本的なことをもう少し明確にしてほしい
○広報不足、自治会役員の負担増や自治会の関わり方が不明で不安

組織の設立に関すること

       実施日
２月１８日（木）

２月２３日（火）

２月２５日（木）

３月　１日（火）

３月　３日（木）

     計

    会場名
内村会場
丸子中央会場
依田会場
長瀬会場
塩川会場

参加者数（人）   

36

37

23

68

27

191

　　　　場　　所
コミュニティセンター西内
丸子文化会館　小ホール

コミュニティセンター熊の森
コミュニティセンター下長瀬
コミュニティセンター塩川

コミュニティセンター西内

丸子文化会館  小ホール
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事務局：丸子地域自治センター地域振興課　〒386-0492長野県上田市上丸子1612番地
電話 42-3100／有線 24510／ FAX 43-3666／ E-mail mtiiki@city.ueda.nagano.jp

丸子まちづくり会議準備会地域の個性が輝く、
皆さんが主役のまちづくり

　それぞれの会場で、たくさんの貴重な御意見を頂戴し、誠にありがとうございました。
丸子まちづくり会議では、今回いただきました意見を十分に踏まえた中で、組織の運営や事
業活動に取り組むとともに、今後も継続して広報等周知に努めながら地域の皆さまと一体と
なってまちづくりを進めてまいります。
　引き続き、皆さまの御理解と御協力をよろしくお願いいたします。

組織の運営に関すること

○組織が成り立つためには、はっきりしたビジョンが必要
○新しい発想を大切にする会議の運営方法が必要
○リーダーとなる人材を育ててほしい

○若い人を交えて、色々検討することが必要
○実効性のある組織でないと意味がない

○組織を機能させるため、幅広く扱うのではなく、「認知症の
見守り」「孤独死対策」など自治会単位を超えてできる、
一つか二つの具体的な問題に取り組んでみてはどうか
○まずは一つでも良いので共通の行事など活動を開始して

はどうか
○これからの時代にマッチした取り組みが必要
○少子化対策として、「婚活イベント」なども面白いのでは
○若い人の定住につながるようなまちづくりを期待する
○身近な地区の事業は力を入れてできるが、他地区のことに同じ気持ちで参加することはできない
○行政が実施するべき事を、まちづくり会議が代行するような印象を受ける
○発想はよいが、高齢化が進む中、大変な事業、現在地区で取り組んでいる事業を充実させた方がよい

組織の取組事業に関すること

○「丸子まちづくり会議」について、自治会内で小中学校
PTAや民生児童委員、老人クラブ等各種団体の皆さんの
意見をまとめることが先決

○同じ様なメンバー（自治会役員）でやるようでは無駄な組
織に思える
○自治会と重複する点が多く、自治会役員の負担が多くな

るのでは
○現在の自治会、各種団体とのすみ分けが不明
○今でも自治会でやるべきことが多く協力する余裕がない
○地域協議会と今回のまちづくり会議、組織が重複している感じ
○丸子地域自治センターとの違いが不明

その他

○役職が増え、会議が多くなるのではないかと心配
○住民におけるメリット、デメリットが分からない

コミュニティセンター熊の森

コミュニティセンター下長瀬

コミュニティセンター塩川
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問 産業観光課  商工観光係　電話42-1047・有線24524／地域振興課　電話42-1011・有線24510

大河ドラマ  『真田丸』  の舞台   信州上田

丸子地域にもあった！？  真田氏館跡

… 丸子地域の真田氏ゆかりの地を紹介します … vol.6

　真田氏が歴史上にはっきりと登場してくるのは戦国時代で、その基礎を固め「中興
の祖」とあがめられたのは、武田信玄に仕えた昌幸の父、真田幸隆です。
　1574年（天正２年）幸隆がこの世を去った後、翌年の長篠の戦い（武田勢 対 織田・徳
川勢）で信綱と昌輝が亡くなり、三男の昌幸が真田家を継ぐこととなります。

　この昌幸の弟で、五男の高勝が依田の御嶽堂に住んでいたとい
われています。
　その資料は少ないものの、「長野県町村誌」には「飯沼の龍顔
寺西側に真田氏館跡の塁跡あり。また、家老屋敷と称する地あ
り。」と記されていることなどから、この地域一帯は真田氏の拠
点の一つであったと推測されています。
　1583年（天正１１年）、真田昌幸が丸子へ攻め入った後、この戦
の功績を賞した書状が他の侍と共に高勝にも与えられ、兄である
昌幸の小県統一に助力をしていたと伝わっています。

　大河ドラマの中で描かれる真田氏の家族を大切に想う心。
　丸子地域にも兄の昌幸を想い、その力となった家族の一
人が住んでいたようです。

　龍顔寺の墓所には高勝の墓石があ
り、近くの石碑には、次のような銘が
刻まれています。

「真田宮内之助高勝　真田幸隆五子　
慶長十一年七月七日於上田城亡」

飯沼  龍顔寺

★
龍顔寺 バス停

「飯沼西」

（上田市生田）

北原
主要地方道
別所・丸子線

市道丸子・北御牧線
（ビューライン）

バス停
「南原・北原」

北原南
南原 　丸子地域循環バス「まりんこ号」に乗って、

ぜひ訪れてみて下さい。

●まりんこ号 西コースバス停　「南原・北原」

　または「飯沼西」から徒歩５分ほど
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きれいなさくらや
      花の写真を募集します

問 地域協議会事務局（地域振興課内）　電話42-1011／有線24510

⑴作品の内容／丸子地域内のきれいなさくらや花の写真
　　　　　　　※できるだけ人物も一緒に写っている作品
⑵応募資格／上田市に在住または在勤する方
⑶募集期間／平成28年４月１日（金）から６月３日（金）まで
⑷作品の提出先／丸子地域自治センター　地域振興課
　　　　　　　　地域政策係（丸子地域自治センター３階）
⑸大きさの基準等
　　ア　写真サイズは問いませんが、展示・印刷の都合上、
　　　　できるだけ大きなサイズで撮影してください。
　　イ　デジタルデータで提出してください。（１人３点ま
　　　　で御応募可能です。プリント写真も受け付けます。）

　今年も丸子地域協議会では、丸子地域のきれいなさくら
や花を写真に収めることで、地域への愛着を深めると共に
住民参加のまちづくりへの機運向上を目的として、上田市
の花であるきれいな「さくら」と地域の美しい花の写真を
募集します。

　今
号
の
自
治
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
の
表
紙
と
こ
ち
ら
の
写
真
は
、
昨
年
、
丸
子
地
域
協
議
会
が
募
集
し
た
、

丸
子
地
域
の
「
き
れ
い
な
さ
く
ら
や
花
の
写
真
」
に
御
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　春
の
風
景
を
切
り
取
っ
た
、
ほ
っ
と
す
る
温
か
い
写
真
を
御
紹
介
し
ま
す
。

⑹その他
　　ア　作品の提出時に、以下の情報を応募用紙に御記入
　　　　いただきます。
　　　　※事前に各項目を確認のうえ御応募ください。
　　　　①題名、住所、氏名、撮影場所、撮影日時
　　　　②作品紹介（作品に込めた想いや伝えたいこと。
　　　　　工夫した点など。）
　　イ　電子メールでの提出も可能です。電子メールで提
　　　　出の際は、問い合わせ先へ上記（ア）①、②の応
　　　　募事項を記載のうえ送付してください。
　　　　e-mail：mtiiki@city.ueda.nagano.jp
　　ウ　応募者の情報（住所、氏名等）や作品（写ってい
　　　　る人物や建物を含む）については、作品展示など
　　　　の際に公表しますので、あらかじめこれらの事項
　　　　が公表されることに同意のうえ御応募ください。
　　エ　応募作品についての著作権、使用権は主催者に帰
　　　　属することとし、各種の行政資料などに活用させ
　　　　ていただきます。

応 募 規 定

「
山
城
が
見
え
る
花
桃
の
小
道
」

「
花
と
自
治
セ
ン
タ
ー
」

「
夢
ふ
く
ら
ま
せ
て
」

「
市
境
を
守
る
老
櫻
」

「
花
も
終
盤
の
御
嶽
堂
」

「
春
光
の
さ
く
ら
」

櫻 

井

　肇
さ
ん

さ
く
ら     

い           

は
じ
め

鈴 

木

　誠 

吾
さ
ん

す
ず      

き           

せ
い       

ご

徳 

丸

　隆
さ
ん

と
く     

ま
る         

た
か
し

参加賞
参加者全員に記念品を

贈呈します。
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丸子ファーストビル
テナント入店者  募集しています

一定規模の太陽光発電は、届出が必要です

御柱祭
情報

住所／上丸子950番地 

問 地域振興課  庶務担当係 電話42-1043／有線24903

●１階（1-3）面積60.72平方メートル　家賃/月65,900円
●１階（1-4）面積45.76平方メートル　家賃/月49,700円
●２階（2-2）面積48.44平方メートル　家賃/月46,400円

水辺だより
依田川リバーフロント市民協働事業実行委員会 地域の宝 ～水辺環境を保護しましょう～

問 依田川リバーフロント市民協働事業実行委員会（地域振興課内）電話42-1011／有線24510

水辺キラキラ☆川の恵みに感謝

　当委員会において、8月3日から11月30日まで募集し、御応募い
ただきました「川の絵・川の写真」を、丸子中央病院１階・２階と
丸子地域自治センターロビーに展示をしました。
　訪れた方は「やさしい色合いに、とても癒された」「川の流れを感
じた」と、興味深く観賞していました。

問 都市計画課　電話23-5127　

　土地に自立して設置する太陽光発電設備で、敷地面積が1,000㎡以
上、かつ発電出力が50ｋｗ以上の施設については、市の指導要綱に
基づく届出が必要になります。土地の状況により届出の基準等が異な
りますので、設置を計画されている方は、早めに都市計画課へ御相談
ください。
　なお、建物の屋根等に設置する太陽光発電設備は対象外です。

かぞえで７年に一度の御柱大祭をぜひ御覧ください。

腰越諏訪神社
御柱祭お練り

丸子地域自治センター  地域振興課
〒386-0492  上田市上丸子 1612   電話 42-1011   有線 24510   FAX43-3666
E-mail▶mtiiki@city.ueda.nagano.jp
http://www.city.ueda.nagano.jp/mtiiki/index.html

丸子地域行事イベント予定（4月～6月）
地域づくりに関する
提案をお寄せください。

地域の素晴らしい風景（残したい風景）や
話題の写真をお寄せください。

繰り返し使える容器や、詰め替え可能なものを
選んで購入しましょう。

●本紙は環境に配慮し、古紙配合率100％再生紙とベジタブルインクを使用しています。

４月

５月

６月

皆さんの力作を展示しました

 6日 小・中学校入学式
  上田城千本桜まつり（～17日まで）

 7日 丸子橋こいのぼり
 16日 安良居神社春祭り
 17日 独鈷山千本桜祭り
 19日 第１回丸子地域協議会
 23日 少年少女柔剣道教室開校式
 24日 鹿教湯文殊堂春祭り
 3日 第45回丸子少年野球大会開幕
 10日 第37回丸子ソフトボール大会開幕
 15日 第49回丸子早起野球大会開幕
 22日 国際交流フェスティバル2016 in Maruko
 26日 まるこ春秋学園開講式
 28日 ONGAKUMURAルネッサンスウィーク（～6/5まで）

 12日 第30回木曽義仲挙兵弓道大会　

 ４月 3日（日） 深山諏訪神社御柱祭 （丸子：腰越深山組地区）
  10日（日） 堀川神社御柱大祭 （上田：上堀、下堀地区）
  10日（日） 子壇嶺神社式年御柱大祭 （武石：七ケ、小沢根地区）
  17日（日） 岡森諏訪神社御柱大祭 （丸子：腰越向井組地区）
  17日（日） 生島足島神社御柱本祭 （上田：下之郷地区）
  17日（日） 堤村諏訪大明神御柱祭 （真田：傍陽中組堤地区）
  24日（日） 一本木諏訪神社御柱大祭 （丸子：腰越町組地区）
  29日（金） 大谷諏訪神社御柱本祭 （上田：別所温泉地区）

一本木諏訪神社御柱大祭里曳きの後、お練りの行列が続きます。上田市指定文化財になっています。

独鈷山千本桜祭り

丸子 平成28年/2016. ４.１発行
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